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●安衛法の構成と便覧の内容
安衛法便覧は３分冊で構成されているが、第Ⅰ巻は法令編、第Ⅱ巻は法令・指針編、第Ⅲ巻は行
政通達編となっている。
第Ⅰ巻の法令編では、「安衛法」と「政令」、「省令」の関係性が分かるようになっているだけでなく、
関連告示、関連公示、解釈例規等が掲載されており、より実務的な内容まで網羅されている。
第Ⅱ巻では、第Ⅰ巻に収納しきれなかった省令や関係する労働法令、指針が掲載されている。
第Ⅲ巻の行政通達編では、平成元年以降の主要な行政通達（各種ガイドラインを含む）が掲載さ
れている。

安衛法便覧　第Ⅰ巻（法令編）

⑴労働安全衛生法（全条文）
　・労働安全衛生法の全体の把握

⑵労働安全衛生法（法と関連政令関係）
　・労働安全衛生法の各条文
　　　　　（関連政令）労働安全衛生法施行令
　　　　　  　　　（関連省令）労働安全衛生規則

・関連告示、関連公示、解釈例規、解説、判例

⑶労働安全衛生法施行令（各条文と解釈例規・関連省令）

⑷労働安全衛生法関係手数料令（各条文と解釈例規・関連省令）

⑸労働安全衛生規則（各条文）
　・（関連政令）労働安全衛生法施行令

・関連告示、関連公示、解釈例規、解説、判例

⑹その他の省令（各条文）
　・�ボイラー則、クレーン則、ゴンドラ則、有機則、鉛則、四鉛則、特化則、高圧則、電離則、除染則、
酸欠則、事務所則、粉じん則、石綿則

・関連告示、関連公示、解釈例規、解説、判例

法体系に沿って構成されて
いるので、調べたい条文が
引きやすくなっています。

１．安衛法の基礎知識
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【
安
衛
則
】 

（
主
た
る
用
途
以
外
の
使
用
の
制
限
） 

第
百
六
十
四
条 

事
業
者
は
、
車
両
系
建
設
機
械
を
、 

パ
ワ
ー
・
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
荷
の
つ
り
上
げ
、
ク
ラ 

ム
シ
ェ
ル
に
よ
る
労
働
者
の
昇
降
等
当
該
車
両
系 

建
設
機
械
の
主
た
る
用
途
以
外
の
用
途
に
使
用
し 

て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
適
用
し
な
い
。 

一 

荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
。 

イ 

作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
と
き
又
は

安
全
な
作
業
の
遂
行
上
必
要
な
と
き
。 

ロ 

ア
ー
ム
、バ
ケ
ッ
ト
等
の
作
業
装
置
に
次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
フ
ッ
ク
、シ
ャ
ッ
ク
ル

等
の
金
具
そ
の
他
の
つ
り
上
げ
用
の
器
具
を

取
り
付
け
て
使
用
す
る
と
き
。 

（
１
） 

負
荷
さ
せ
る
荷
重
に
応
じ
た
十
分
な
強

度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

（
２
） 

外
れ
止
め
装
置
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
に
よ
り
当
該
器
具
か
ら
つ
り
上
げ
た

荷
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。 

（
３
） 
作
業
装
置
か
ら
外
れ
る
お
そ
れ
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
以
外
の
作
業
を
行
う

場
合
で
あ
つ
て
、労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
な
い
と
き
。 

３ 

事
業
者
は
、前
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る

荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、当
該
作

業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
と
つ
り
上
げ

た
荷
と
の
接
触
、つ
り
上
げ
た
荷
の
落
下
又
は
車
両

系
建
設
機
械
の
転
倒
若
し
く
は
転
落
に
よ
る
危
険

を
防
止
す
る
た
め
、次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
以
下 

略
） 

 

【
安
衛
法
】 

（
安
全
衛
生
推
進
者
等
） 

第
十
二
条
の
二 

事
業
者
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
事
業

場
及
び
前
条
第
一
項
の
事
業
場
以
外
の
事
業
場
で
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
ご
と
に
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
安
全
衛
生
推
進
者
（
第
十

一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
種
以
外
の
業
種
の
事

業
場
に
あ
つ
て
は
、
衛
生
推
進
者
）
を
選
任
し
、
そ
の
者

に
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
（
第
二
十
五
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
技
術
的
事
項
を
管
理
す
る
者
を
選
任

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
各
号
の
措
置
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
も
の
と
し
、
第
十
一
条
第
一
項
の
政

令
で
定
め
る
業
種
以
外
の
業
種
の
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、

衛
生
に
係
る
業
務
に
限
る
。）
を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

第
十
二
条
の
二 

の
条
文
は
、 

法
令
が
出
来
た
当
初
に
は
な
く
、
後
か
ら

第
十
二
条
に
追
加
さ
れ
た
条
文
。 

（
解
釈
例
規
） 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、…

（
中
略
）…

安
全
衛
生
推
進

者
（
安
全
管
理
者
の
選
任
を
要
す
る
業
種
以
外
の
業
種
の
事
業
場

に
あ
っ
て
は
、
衛
生
推
進
者
）
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
、
事
業
場

に
お
け
る
安
全
衛
生
に
係
る
業
務
（
衛
生
推
進
者
に
あ
つ
て
は
、

衛
生
に
係
る
業
務
に
限
る
。）を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
こ
と
（
昭
和
六
三
年
九
月
一
六
日
発
基
八
四
号
）。 

【
安
衛
則
】

（
主
た
る
用
途
以
外
の
使
用
の
制
限
）

第�

百
六
十
四
条　
事
業
者
は
、
車
両
系
建
設
機
械
を
、

パ
ワ
ー
・
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
荷
の
つ
り
上
げ
、
ク
ラ

ム
シ
ェ
ル
に
よ
る
労
働
者
の
昇
降
等
当
該
車
両
系

建
設
機
械
の
主
た
る
用
途
以
外
の
用
途
に
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
。

２�　
前
項
の
規
定
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
適
用
し
な
い
。

　
一�　
荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
を
行
う
場
合
で
あ
つ

て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
。

　
　
イ�　
作
業
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
と
き
又
は

安
全
な
作
業
の
遂
行
上
必
要
な
と
き
。

　
　
ロ�　

ア
ー
ム
、
バ
ケ
ッ
ト
等
の
作
業
装
置
に
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
フ
ッ
ク
、
シ
ャ
ッ

ク
ル
等
の
金
具
そ
の
他
の
つ
り
上
げ
用
の
器

具
を
取
り
付
け
て
使
用
す
る
と
き
。

　
　
　
⑴�　

負
荷
さ
せ
る
荷
重
に
応
じ
た
十
分
な
強

度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
⑵�　

外
れ
止
め
装
置
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
に
よ
り
当
該
器
具
か
ら
つ
り
上
げ
た

荷
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。

　
　
　
⑶�　

作
業
装
置
か
ら
外
れ
る
お
そ
れ
の
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二�　
荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
以
外
の
作
業
を
行
う

場
合
で
あ
つ
て
、
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
な
い
と
き
。

３�　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
該
当
す

る
荷
の
つ
り
上
げ
の
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
当

該
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
と
つ
り

上
げ
た
荷
と
の
接
触
、
つ
り
上
げ
た
荷
の
落
下
又

は
車
両
系
建
設
機
械
の
転
倒
若
し
く
は
転
落
に
よ

る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
以
下　
略
）

（
解
釈
例
規
）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、…（
中
略
）…
安
全
衛
生
推
進

者
（
安
全
管
理
者
の
選
任
を
要
す
る
業
種
以
外
の
業
種
の
事
業
場

に
あ
っ
て
は
、
衛
生
推
進
者
）
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
、
事
業
場

に
お
け
る
安
全
衛
生
に
係
る
業
務
（
衛
生
推
進
者
に
あ
つ
て
は
、

衛
生
に
係
る
業
務
に
限
る
。）を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
こ
と
（
昭
和
六
三
年
九
月
一
六
日
発
基
八
四
号
）。

【
安
衛
法
】

（
安
全
衛
生
推
進
者
等
）

第�

十
二
条
の
二　
事
業
者
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
事
業

場
及
び
前
条
第
一
項
の
事
業
場
以
外
の
事
業
場
で
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
ご
と
に
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
安
全
衛
生
推
進

者
（
第
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
種
以
外

の
業
種
の
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
衛
生
推
進
者
）
を

選
任
し
、
そ
の
者
に
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
（
第

二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
技
術
的
事
項

を
管
理
す
る
者
を
選
任
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同

条
第
一
項
各
号
の
措
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
も

の
と
し
、
第
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
業
種

以
外
の
業
種
の
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
衛
生
に
係
る

業
務
に
限
る
。）
を
担
当
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　法令は一定のルールに基づいて組み立てられています。その組立方の基本をはじめ、法令の中にある特殊
な言い回しや紛らわしい用語など、いざ問われるとなかなか正確には答えづらい事項についてわかりやすく
解説をしました。

●法令のルール（組立て）を知る
法令の組立てにおいては、「条文」は「項」へと細分化されている。
更に細分化する場合は「号」となり、「イ、ロ、ハ」「⑴、⑵、⑶」と細分化されていく。なお、「第
１項」には項番号は付けずに、「第２項」以下に「２」「３」と付け、「号」は「一」「二」「三」と
番号を付ける。「号」以下については、主語、述語という関係ではなく、「体言止め」となっている。
また、条の後に「の（数字）」は追加された条文だということが分かる。

第１号

第１項

第２号

第２項第３項
このような条文を「枝番号」といい、新た
に一条を加えることで次の条文以下の条数
を繰り下げるという必要がなくなります。

２. 法令をより理解するために
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仮　（406）再
校

初
校

責
了

0095

製版月日

作業者

色　数

製版寸法

製版コード

労
働
調
査
会

安
衛
法
便
覧

　１
巻

１

再
校

初
校

責
了仮　（407）

0095

製版月日

作業者

色　数

製版寸法

製版コード

労
働
調
査
会

安
衛
法
便
覧

　１
巻

１
406

労働安全衛生法　　労働者の就業に当たつての措置（60条）

第
六
十
条

　事
業
者
は
、
そ
の
事
業
場
の
業
種

が
政
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
と
き

は
、
新
た
に
職
務
に
つ
く
こ
と
と
な
つ
た
職

長
そ
の
他
の
作
業
中
の
労
働
者
を
直
接
指
導

又
は
監
督
す
る
者
（
作
業
主
任
者
を
除
く
。）

に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
安
全
又
は

衛
生
の
た
め
の
教
育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

　作
業
方
法
の
決
定
及
び
労
働
者
の
配
置

に
関
す
る
こ
と
。

二

　労
働
者
に
対
す
る
指
導
又
は
監
督
の
方

法
に
関
す
る
こ
と
。

三

　前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働

災
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
事
項
で
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

関
連
政
令

【
安
衛
施
行
令
】

（
職
長
等
の
教
育
を
行
う
べ
き
業
種
）

第
十
九
条

　法
第
六
十
条
の
政
令
で
定
め
る
業
種
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

　建
設
業

二

　製
造
業
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。

イ

　た
ば
こ
製
造
業

ロ

　繊
維
工
業
（
紡
績
業
及
び
染
色
整
理
業
を
除

く
。）

ハ

　衣
服
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業

ニ

　紙
加
工
品
製
造
業
（
セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業
を

除
く
。）

三

　電
気
業

四

　ガ
ス
業

五

　自
動
車
整
�
業

六

　機
械
修
理
業

関
連
省
令

●
第
一
号
及
び
第
二
号
関
係

【
安
衛
則
】

（
職
長
等
の
教
育
）（
抄
）

第
四
十
条

２

　法
第
六
十
条
の
安
全
又
は
衛
生
の
た
め
の
教
育

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
。

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　項

時

　間

法
第
六
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

一

　作
業
手
順
の
定
め
方

二

　労
働
者
の
適
正
な
配
置
の
方
法

二
時
間

法
第
六
十
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

一

　指
導
及
び
教
育
の
方
法

二

　作
業
中
に
お
け
る
監
督
及
び
指
示

の
方
法

二
・
五

時
間

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

一

　危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
の

方
法

二

　危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
の

結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置

三

　設
�
、
作
業
等
の
具
体
的
な
改
善

の
方
法

四
時
間

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

一
・
五

　ある安衛法の条文に関連する政省令の条文が「関連政令」や「関連省令」として同じページに掲載されて
おり、それぞれのページをめくることなく参照できるなど、「便覧」を実践的に活用するためのポイントを
ご紹介します。

●「安衛法」から「安衛令」「安衛則」への紐づけ
労働安全衛生法の条文に関係のある政令・省令が記載されている。労働安全衛生法施行令・労働
安全衛生規則他の項をめくることなく、該当する条文を把握することができる。

安衛法第 60 条の
規定です。

同じページに関連政令
として安衛令第 19 条が
掲げられています。

同じページに関連省令と
して安衛則第 40 条第２
項が掲げられています。

３.「便覧」の実践的な活用ポイント
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